
 

1 はじめに 

制御技術科における FAシステム関連の訓練は１年

次後期から２年次前期に渡り，複数の教科で構成され

ている．各教科において，FA分野の訓練要素を設定

し，学科・実技訓練を展開している．ただし，各教科

間での訓練要素，扱う実習機器の連携は十分ではない． 

本研究では，関連教科の訓練内容を明確にして，特

に，実習教科間での連携の検討，および教材等の有効

活用を目指し，効率的な環境構築を目指す． 

 

2 概要 

FA分野で習得すべき知識・技能は多岐に渡ってい

る．このため，訓練は表 1に示す複数の教科で構成さ

れている．本校訓練の実践的な訓練でしか学べない要

素も多い．技能の習得においては，経験則が重視され

る分野であるが，また，予算の制約もあるため，実習

では，各教科担当職員がハンドメイドした実習装置，

印刷教材を活用し，試行錯誤しながら訓練を行ってい

るのが実情である． 

 

表1 FA分野関連教科一覧 

教科名 実施時期 単位数 

メカトロニクス工学Ⅰ 1年3Q 2 

自動制御 1年4 Q 2 

シーケンス制御実習Ⅰ 2年1Q 2 

自動化システム実習 2年1，2Q 4 

シーケンス制御実習Ⅱ 2年2Q 2 

メカトロニクス工学Ⅱ 2年2 Q 2 

センサ工学 2年2Q 2 

 

このような状況下で，関連教科を担当する職員が情

報を共有できず，優れた教材等を十分共有・活用でき

ていないシーンが多々見受けられる．以下に，教科運

営の問題点を列挙する．  

・PLC（FXシリーズ）／PLC（Qシリーズ）訓練の重

複，もしくは一部欠落がある． 

・実習教材の共有・有効活用が不十分である． 

・連続した実習での連携した授業展開，実習教材活用

に関する連携が不足している． 

・各教科間での訓練上での役割分担が明確でない． 

 

上記の問題点を解消するために検討を行った． 

3 研究内容 

ここでは「センサ工学」，「自動化システム実習」

の 2教科に特化して問題点を整理し，解消する方法の

検討を行っていく． 

最初に，個々の教科がどのような内容を行い，どの

ような前提で教科運営を構成し，何をゴールとするか

を明確にする必要がある．ここで，最初に各教科のシ

ラバスの活用が考えられるが，シラバスは学生に向け

て，訓練内容の概要，採点方法等を主眼に置いて作成

されたものであり，本研究の目的とは異なるもので，

活用は難しい．そこで，教科の訓練内容が可視化でき

る「教科シート」の作成を目指した．まずは，本シー

トの原案を作成し，本シートで各教科の訓練内容の文

書化を目指した． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1 教科シート案 

 

本年度は教科シートの原案を作成した．「センサ工

学」の教科シートを図 1に示す．また，令和 3年 5月

をめどに，FA関連教科の職員による教科シートの活

用の可否について，評価を完了する予定である． 

4    最後に 

FA関連教科である「センサ工学」，「自動化シス

テム実習」で効果的な訓練を目指すことを目的として

いる．現在，教科シートの評価を行っている段階であ

る．例えば，FAシステムの訓練要素を列挙し，教科

シート毎にどの項目の訓練を行うか，チェックできる

ようなアイデアも頂いているので，今後，本シートの

内容を向上させて，完成を目指したい．最終的には，

各教科の教科シートを作成し，連携する教科間で協

議・検討するためのツールとして活用したいと考える． 

  ＦＡシステムに関する訓練内容の検討と補助教材の作成（１） 
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 教科シート例 

教科名  センサ工学 

 ●授業の概要・到達目標 

 ●受講前までの知識・技能の前提 

   知識 

   技能 

 ●習得予定内容 

   知識 

   技能 

 ●使用機器，部品等 


